





































































4 4 4 4
夫を「骨
相学」の原語である「フレノロジー































































ルを提唱した 18 世紀末のドイツ人医師 F・J・ガル（Franz 
Joseph Gall）は，自身の説を「脳・神経系の解剖学及
び生理学（Anatomie et Physiologie du système nerveux en 




























真の心の哲学（philosophy of the mind）である」23 とい
う 19 世紀人の言葉にも明らかなように，Phrenology 即





























































Information for the People や A・コーム著The Management 
of Infancy（1871）46 の他に，G・コーム著Remarks on 
the Principles of Criminal Legislation（1854）47 や骨相学
者サミュエル・R・ウェルズ（Samuel Roberts Wells）著



















さて，その “Phrenology” には，表 1 に示す通り，3 冊
の文献が記録されていた。一見して僅少だが，実際には




ll”“Spurzheim”“Combe” の 4 語と，更に本調査を通じて挙






















「ハウツー，チーチ」がある 51。これは，表 1の “Method 
of Teaching（教授方法）” にも記載されていた米国の骨
相学者 N・サイザー（Nelson Sizer）の著How to Teach, 
According to Temperament and Mental Development のこと
であり，その実は，徹頭徹尾，骨相学的教育論の書であっ
図 1　 葵 文 庫 所 蔵 の A. Combe, The Principles of 
Physiology  （1855）





表 1 1900 年頃の帝国図書館の骨相学関連の洋書 a) 
巻 b) 見出し 書  目 著 者 刊行年 
A 
Phrenology 
Phrénologie spiritualiste, nouvelles études de 
psychologie appliquée 
Michel-Arthur Castle 1862 
Lectures on phrenology George Combe 1871 
Practical phrenologist Orson S. Fowler 記載なし 
Education 
Education, its principles and practice (*) 
George Combe; 
William Jolly ed. 
1879 
Education: its elementary principles, founded on the 
nature of man (*) 
J. G. Spurzheim 1883 
Home and Early 
Education 
A management of infancy, physiological and moral 
(*) c) 
Andrew Combe d) 1871 
Man On the constitution of man (*) George Combe 1864 
Self-education Education and self-improvement (*) Orson S. Fowler 1874 
Ethics, practical Choice of pursuits; or, what to do, and why (*) Nelson Sizer 1885 
Method of 
Teaching 
How to teach according to temperament and mental 
development (*) 
Nelson Sizer 1883 
Psychology 
A manual of mental science for teachers and 
students (*) 
Jessie A. Fowler 1879 
B Marriage 
Marriage, its history and ceremonies (*) Lorenzo N. Fowler 記載なし 




Home for all or the gravel wall and octagon mode of 
building (*) 








d) 人名索引の「Combe, G.」 は「Combe, A.」の誤植である。 
表 2 1900 年頃の帝国図書館の骨相学関連の和漢図書 
目録名および分類名 書  目 著者 ・ 編者 ・ 訳者 刊行年 
分類目録，［哲学－術数（相法類）］ 
骨相学〔百科全書〕 チャンバー著，長谷川泰訳 記載なし 
図解欧米人相学 寶列爾
フ ァ ウ ラ ー
著，三橋村雄訳 1884 
フレノロジー講義全書 佐藤正道著 1891 
増加書目録，件名「骨相学」 
易占及骨相法 博文館編 1900 
骨相学之応用 市川紀元二著 1900 
骨相心理学応用自己及児童教育 市川紀元二著 1901 
骨相学之理論観 市川紀元二著 1902 
人心観破 骨相術自在 田中鼎〔仙樵〕著 1903 
増加書目録，件名「性相学」 性相学精義 石龍子著 1902 
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ンパクトにまとめた百科事典Chambersʼs Information for 
the People（初版は 1833-35 年刊）所収の 1冊Phrenology
を翻訳した『骨相学』と，アメリカの骨相学者 O・S・


























1900 ～ 04 年分増加書目録から
は，1899 年に 3 冊（うち 2 冊が
上述の翻訳書）だった「骨相学」


































































命とした当時の “ 学徒 ” たちにとって，骨相学は全く知
らずに通り過ぎることは叶わない，または留保を与えて
少なくとも一顧だけはしておくべき，西洋知の一つで




































そして近代以降もまた，日本人にとって “ 骨相 ” は身
近だった。例えば，明治時代の落語の演目に「三味線栗
毛」がある。そこでは，「盲人」の「按摩」がうらぶれ


































“ 骨相学者 ” が混じっていた可能性は，先の翻訳語の検
図 4　岡本一平作「流行もの二題」の一。「観相博士」
の貼り紙が見える。








































現により，近代西洋における都市の “ 匿名化 ” は進行し
た。時代は下るが，1903 年に発表された G・ジンメル
の論考「大都市と精神生活」が鮮やかに浮き彫りにした
都市的状況が，既にそこに現出していた 83。相互に “ 異
邦人 ” であるそのような新環境のなかで，科学的な人間
読解術が人々によって希求されたのである。
ここで注意すべきは，その “ 観察眼 ” が，何も三人称
や二人称の人間にのみ向けられたのではなかったとい
う点である。今や “ 未知 ” に対する眼差しは，自分自身
たる一人称の人間にも／こそ向けられた。貴賤賢愚や
性，年齢等の別のない “ 私 ” の問題化は，王室から労働
者，学者から無筆までを巻き込んだ，西洋における骨相
学の広汎なブーム現象を見れば理解できる。民衆レベ




定性が相対的に薄まってゆくにつれ，“ 自己 ” も含めた































































骨相学の “ プチ・ブーム ” とも呼べそうな事態が，そこ
には出来していたのかも知れない。或いは，敢えてその




















れ，遊ばれていた（“Punchʼs Stomachology,” Punch, or 
the London charivari , 1841, p.232; 1842, p.50）。
₄　槇山榮次『教育教授の新潮』弘道館，1908 年，118 頁。
₅　富士川游「人相と骨相（上）（心理学通俗講演会に



























フ ェ ラ ン ト（Cristoph Wilhelm Friedrich Hufeland）
は，実際，その論文でガル学説が有する経験科学
的側面を評価してもいた（“Bemerkungen über Galls 
Gehirnorganenlehre,” Journal der practischen Arzneykunde 



























ム編『教育辞林』第 11 冊（木村一歩訳）文部省，1882 年，












New International Dictionary of the English Language
にはなお「phre.」が採用されていたが，1976 年刊

















23　Daniel Noble, “An essay on the application of phrenology 
to the investigation of the phenomena of insanity,” The 
phrenological journal and miscellany , vol.9, Edinburgh, 
1836, pp.447.
24　伊地知英太郎・新宮凉園纂輯『袖珍医学辞彙』伊




















































学 会 社，1879 年，141 頁。John Livingston Ludlow, A 




大量を物語る（Roger Cooter, Phrenology in the British 
isles: an annotated, historical biobibliography and index , 
Metuchen: The Scarecrow Press, 1989, pp.431）。
43　Andrew Combe, The principles of physiology: applied 
to the preservation of health , 7th Edinbugh ed., New York: 
















頁。ちなみに，司書の M・デューイが 1876 年に考
案した図書の十進分類法において，その最初から
“Phrenology” の分類項目（Section）が設けられてい
た（Melvil Dewey, A classification and subject index, for 
cataloguing and arranging the books and pamphlets of a 







究論叢』第 22 号，神戸大学教育学会，2016 年，29-43 頁。
51　橋本美保『明治初期におけるアメリカ教育情報受容
の研究』風間書房，1998 年，263-264 頁。
52　Nelson Sizer, How to teach according to temperament 
and mental development; or phrenology in the schoolroom 
and the family , New York: S. B. Wells & Company, 1877. 
同じく，同著者による「ホワット，ツー，ヅー，エンド，
ホワイ」（274 頁）は，やはり表 1 にも掲載のChoice 
of Pursuits のこと。骨相学的に個性（peculiarity）を診
断し，適職を勧める内容が含まれる。
53　O. S. Fowler, The practical phrenologist; and recorder 
and delineator of the character and talents , New York: 
Eugene W. Austin, 1869. ファウラーの著作はもう一冊
Creative and Sexual Science（1875. 橋爪貫一訳『男女之
義務』玉山堂，1879 年）が抄訳されており，当時広
く読まれたというが（唐権「『吾妻鏡』の謎―清朝へ















56　東京朝日新聞，1895 年 10 月 23 日朝刊，5頁。
57　巖谷季雄編『少年世界』第 4 巻 13 号，1898 年 6 月
1 日，広告。なお，天野祐吉『また，嘘八百！！―広
告ノ真髄トハ何ゾヤ？〈明治篇〉』（文春文庫，1992 年，






三校訂）八坂書房，1989 年，208 頁（1912 年 11 月 12
日分）。
60　芥川龍之介「田端日記」『芥川龍之介全集』第 2巻，
岩波書店，1995 年，265 頁（1917 年 8 月 27 日分）。
61　小林一三『小林一三日記』第 1巻，阪急電鉄株式会社，
1991 年，129 頁（1903 年 12 月 10 日分）。
62　「豆えん筆」読売新聞，1917 年 4 月 12 日朝刊，5頁。
63　成瀬無極「骨相学者」『偶然問答』大鐙閣，1925 年，
177-185 頁。










org/lunheng/gu-xiang/zh>，2019 年 10 月 25 日閲覧可能。


























小圓朝（1892 年生。飯島友治編『古典落語』第 2 巻，
筑摩書房，1968 年）の速記録では「骨組」となっている。
75　「流行もの二題」東京朝日新聞，1912 年 10 月 21 日
朝刊，5頁。書誌研究者・森銑三の『明治東京逸聞史』（第
2巻，東洋文庫，1969 年，433 頁）にも引かれている。









力」『商工世界太平洋』第 7 巻 18 号，博文館，1908










84　Robert Proctor, Racial hygiene: medicine under the 
Nazis , Harvard University Press, 1988, p.11.
85　岩井洋『記憶術のススメ』青弓社，1997 年，93 頁。
補遺）本論文は，平成 31 年～令和 3 年度日本学術振興
会科学研究費補助金「近代日本における〈骨相学〉の
受容と展開に関する教育史的研究」（研究代表者：平
野亮，19K14063，若手研究））の研究成果の一部である。
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近代日本における骨相学のカルトグラフィー（１）
